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糞1全β放射能測定結果
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表4 第5回中共核実験

全β放射骨組定結果
単位p(コi/d

l採集年月日 北 部 甲 部 西 部

12貼 10‰ 12Ⅰ血 10随 12‰ 10Ih

41.12.30

31

0.81

46.6

乳693.0

51.1

*

4.014.0

42.1.1
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3

4

5

2.1

25.8

5.9

31.8

4.1

0.47

1.4

593.0

51.9

76.0

*
■

飛行経路 北部 八戸一千才一函館一挺島一八戸

甲部 岐阜一浜松一輪島一大阪一岐阜

西部 築城一枚付一鹿児島一阿蘇一築城

表5 第6回中共核実験

全β放射能測定結果
単位p〔】i/扉

北 部 中 部 西 部

年月日(時刻)

42.6.18(13:07〕

〔16:15)

(16:30)

6.19(10:15〕

(14:32)

6.20(09:19〕

(09:24)
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第1図a 中国第4回核爆発忙エる放射性物降下
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第3図a 中国第6回核爆発忙エる放射性物降下

5㈲軸
50●〃

1968

表面で爆発

H.P.(強

95,97,!

定し(放射

140Ba,1一

つぃて種々

今回の宗

同じく地表

回は,着目

fracti(

ぃるf rac

および中匡

われるfrj

f ra亡t

った｡



中国鶴来

28日)は

で1日当少

忙よる放射

の影響は徴

第4,5

16日の値

Date o

Days a

口｣-

Np

恕=門島
且r-95,

Sr-89I

翼
端
小
笠
捧
b
り
魂
J
O
I
U
巾
-
U
ヱ
一
再
U
｡
こ
U

∞
O
t
X
寸
.
椚
ヨ
O
t
X
門
.
t
仇
O
T
X
寸
.
1

･■■■■一

ll｢l一･■■■■l

ト
O
I
X
望
ト

ト
O
I
X
N
.
ト

ト
O
T
X
〇
.
か

喝
O
T
X
1
.
寸

喝
O
t
X
甲
山

d
之
罠
N

ト
ロ
T
X
甲
l

¢
O
T
X
O
.
仇

ト
O
I
X
O
.
1

り
O
T
X
N
.
m

的
0
1
X
N
.
叩

むDt=

仇
0
1
X
O
.
N

n
O
t
X
叫
l

り
O
I
X
叫
由

り
O
t
X
中
止

や
O
I
X
甲
¢

､
○
-
米
印
.
T

u
0
1
X
O
.
寸

ト
ロ
1
X
竺
l

ト
ロ
T
X
叫
l

ト
O
T
X
ト
.
t

ト
O
T
X
O
.
サ

ト
O
T
X
甲
m

内
円
写
l

n
O
T
X
寸
.
1

仇
0
1
米
印
.
t

m
0
1
X
箪

り
ロ
ー
米
山
.
ト

u
O
T
X
寸
.
ト

り
ロ
ー
X
¢
.
頂

ト
O
T
X
椚
.
1

ト
O
I
X
O
.
1

言重言言責喜N 一つ 示 ▼■

ト
O
T
X
T
.

ト
O
I
米
印

u
O
I
X
ト
.

ト
O
t
X
讐

ト
0
1
X
巾
.

コ
感
門
O
T

電

車

喝

茸

足
･
血
什

■巾



ム.第4回申国枝爆発実験によ乱放射性降下物

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道,

大 横 洋一郎,

中 野 恵美子,

博
一
子健

治

田

村

口

経

木

山

1966年10月27日早調忙中国西部地域で第4回中国核爆発実験が行われたと報じられた｡約

5日後の11月1日午前中忙放医研研究棟屋上で親政射能粒子が検出卓れた｡

10月28日り水盤法忙よ少自然落下塵おエび雨水管採取しI併せて,強放射性粒子の検索と浮

遊魔の大量採集奇行った｡また,牛乳試料は千剰ヒ部の集乳場おエび農林省畜産試験場の牛乳奇壇原

宏氏む協力奇得て採集した｡

水盤法忙エる自然落下塵おエび雨水中の全β放射能おエび放射性ヨウ素の測定結果は第1表忙示す

とおカであゎ,以前忙行われた中国の3回陀亘る核爆発来臨の新帝忙比凱て今回は最も低いレベル

を示した｡

第1或:Gross P-radioactivity andRadioactivityofIodinein
Rain and

I)ry Fallout co11ected

親政肘1

った｡こ(

95且r+9

エる親政∃

浮遊塵(

少である:

面相が狭l

牛乳試ヨ

後,放射1

Date of

Sampling

飢90ct.1966

29～葛0 〟

30{匂1 〟

31～1でもⅤ.1966

1･-2 〟

拠te
of

恥t$rmihatim

Gross P-aCtivity
(mOi/貼戸)

P-aCtivityofIodiJle

at theTime of Sampling

(m(コi/Ⅹ㌔)

29q:t.1966

30 〟

31 〝

1ⅠもⅤ.1966

2 〝

く0.04

く0.05

く0.01

く0.02

0.07

Remarks

Rain(くamm)

Rain(く2m)



した｡12月29日工少30日の試料で放射能の急敵を上昇が認められ,196丁年1月4日の試料

まではかモカの放射能が認められたが,それ以降,平常の水準忙戻った｡しかし,1月丁日工少12

日の間忙再び若干の放射能の上昇が認められたが,これは地球モー周してきた放射性降下物忙エるも

のかと考えられる｡今回の核爆発実験佗エる放射性降下物の影響は過去4回忙亘って行われた中国核

爆発実験む場合と比戟して最も多量であった｡

第1表 Survey of Highly RadioactiYe Fallout Particle

h

FallRate

nul一山∋rOf

particl柑

拠出ioactivityofa

】ねrticle(mLLOi)
I)ate of Sampling

蝿Ⅸi皿m Minimum 旭Ⅱl

R

… -11･00a･叫30n≡C･,1獅 1丁6 丁4.0 4.5 23.0

4･00p几,罰恥c･,196針一♂乱♂

2･00p･m,31〝～10･00a･mり1J祖･I19即

10･00a･乱I2Jan･I196丁-〟3♂

竜三…ニ:払｡㌫叫≡:

51

31

28

20

20

2丁.0

1丁

n2

4ユ

3月

2.7

0.9

0.5

0.丁

0.6

乱丁

4.0

3.4

1.丁

1.丁

第2表1崇r品芸;nP㌶d辟鶴㍑七and鮎dioactivityofIodinel■

I)ate
of

Sampling

Date of

I主termination

2!卜瑠0臨c.1966

3(ト巧1 〝

31-1Jan.1967

トー2 ㌦

2･-3 〝

30Dec.1968

31. ♂

1Jan.1967

2 ㌦

3 〝

Gross P-aCtivity

(mOi/撼)

P-aCtivityofIdine

〔m(コi/撼)
Remarks

14.600.0

453.0

190.0

137.0

TO

74.0

8.5

3.3

10

0.7

鮎i爪(19mm)

Rain(0月mm)

19¢

取し,硫

Vol.3｣

つぃてI

を確認し

1¢痴奇

緒言

乗験忙上

告ナる｡

試



第2表 牛乳中の放射性ヨウ素(正)

試料採取年月日 測定年月 日
放射性ヨウ素

(p〔】i/ぞ)
試料採取地

1967年1月 1日 1967年1月 2日 0 札 幌

Jダ ♂ 214 熊 本

1967年1月 5日 1967年1月 ¢日 0 札 幌
〝

J伊 73 熊 本

1967年1月 9日 1967年1月10日 68 札 幌

試料 牛乳試料は,畜産試験場(千乗市青葉町),習志野市下意津原酪農農業協同組合,九州おエ

び北海道忙おいて採取された原料乳,並び忙千乗市,相市おエび東京忙おhて購入卓れた市乳奇用ぃ

た｡

分析法:放射性ヨウ素の測定は,イオン変換処理後の四塩化炭素抽出法忙エコた｡

結果:得られた結果奇第1衣料エび第2表忙示す｡

1966年12月29日午前9時から12月30日午前9時忙かけて,水盤法忙よカ集められた落

下塵中にきわめて強ぃ放射能が観測されたが,12月30日忙採取された原料乳中托その影層が現わ

れ,1967年1月1日採取の原料乳忙,この実験期間中忙おける最高値(2丁5pCi/のが認めら

れた｡筒牛乳中む放射性ヨウ素鞄定は核実験の約1ケ月後忙平常値忙もどった｡

第1衷から乳幼児の牛乳中放射性ヨウ素忙エる甲状腺被曝最高値の推定を行在ったところ,原料乳

につぃてはく32mrad,市乳につぃては<7mradなる結果が得られた｡

鼠 第5回申国枝爆発実験による人の甲状腺および尿中

の放射性ヨウ素について
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食品忙対する影響調査の一項として-牛乳中む放射性ヨウ素の分析測定を行ったが,その結果を第

2衷忙示ナ｡

窮1衷Or｡SS P-radioactiYity and Radioactivity ofIodine

in R.ain and
Dryfa1lout

r~~

tIhte of
Date of OrossP-aCtiYity PqactivityofIodine Ramarks

Sampling 払termination (mCi/池戸) (mOi/随筆)

1針19J仙.198丁 19Jun.1967 1.38 0.098

Rain(9mm)

1才一20 〃■++･か 20 〝 〟 0.8丁 0.062

20■-21 〃-++一♂ 21 〝 〝 0.07 0.000

21-22 ㌦ 〝 ヱ2 ク 〝 0.03 0.098

2才一23 〟 〝 23 〟 〟 0.04 0.070

2才一封≡ ク 〝 24 〝 〟 0.08 0.026

Rain(2mm)

Rきin(20m叫

2←25 〟 〃 25 〃 〃 0.0丁

2計-26 ㌦ ㌦ 26 〝 〟 0.32

2(ト′27 ♂ 〃 27 ク 〝 0.07

27-28 か 〃 28 〝 〝 0.08

28-29 ㌦ 〟 t 29 〝 ♂ 0･62

2計一部l〃'+〃 30 ♂ 〟 0.0丁

Rain(10mm)
3α-1Jul.〃 1Jul.〃 0.04

P3 〝 〃 3 〃 〟 0.53 Rain(2mm)

才一 ヰ 〝 〃 4 〟 〟 0.18

第2衷 牛乳中の放射性ヨウ素の分析値

放射性ヨウ素(pOi/ゼ)
採取日付 計測日付

集乳場 a 市 乳 b

196

つぃて,

12月

放射骨軸

おエぴ2

を作少,

クトルを

って,フ

TTA-

フラクう

解液でプ

た｡ガユ

Puの議

定書れカ

Pu召

した後,

液で僻裾

ても,づ

た｡2封



分析測定結果は第1宋忙示すとお少である｡

90町106Ru,1"Os蛙常時検出紬てぃるが･196榊月後半の試料から141呵103Ru

の混在と95zr+95Nbの検出と量的変動が観測され1せ牒㍉1966年12月後半の試料では著畳

が39Npおエぴ140Ba-140Laが検出され私これは1966年5朋日!10月27帥エぴ

12月28日忙おこなわれた中国核実験の影響と考えられる｡

鮒性物質の降下量と浮遊塵中の放射鵬種搬との関連は総体離艦比例開脚見出帥るが∫降

雨の鞘の多少把工ゎこの関触変酎も一方,浮遊塵紛畳は外観的忙は降雨量と反比例的鯛

触示しているが,季節的忙特性綿してお少∫初御厨エび梅雨恥降雨量の多h季郎は,反比例

的蹴が大きく,夏臥晩秋卦エび酪は風力の因子が大きく作用し,降雨量との反比例性よ力も少

ぃが,風力と比例的傾向が見出されるエうである｡

90日r,106叫13TOsおエぴ1440eの濃度雌198針年では3月社中心止したスプリングピー

クが認められ,さら忙Iたびかさをる核実験の影響忙エカ1440e,106Ru卦エぴ95且什95Nb忙

ぁっては高蹟鹿ピークが観測紬ている｡また,単位容積当押放射能(pOi/椚と浮遊塵灰分の

単位重量当畑放射能(pCi/g)との問忙は降雨量,風力の影響忙エるデー押変批あるが!平

嘲直配比例的閲係が見出帥た｡しかし･核実験の影響が大きい場合忙はpCi/g忙対してpCi/

ガの割合が大きくをる傾向がある0

90sr卦エぴ13TCsは前述のようを大きな変動旺観測雇れずI核実験忙エる直接的影響よ力も放

射性核種の降下量のスプリングビータ忙エる影響が大きく,その理由の1つとして!中国の核実験以

前忙既存した絶対量が多ぃことがあげられエう｡

第1衷 浮遊塵中の放射性核種濃度(10-3pOi/d)

原研漂

Vose:

たものを

忙示す5

以後忙つ

95

103



濃度は年々兢少してぃる｡

f Figl.r ray SPeCtrum OflO3Ru&106Ru

measured
by 8.7CC Lithium･drifted

germanium detector

第2表

1958

一-196

了後の2



15 気象庁における過去12年間のフォールアウト

観測結果

気象庁観測部

村 山 信 彦,.藤

志 村 英 洋,上

神 山 基,前

博

夫

江

秀

里

本

野

島

気象庁札幌･仙台･東京･大阪･福岡各管

区気象台おエび地方気象台･測候所

毎年行ってぃる大気放射能観測資料統計のシリーズとして次のもの置表示した｡

1)大気放射能(全β)の樋値(第1表)

第5位までの出現地点･出現日･値･対応する実験をど奇示ナ｡

2)核爆発実験シリーズ忙対応する大気放射能出現状況(第2表)

各爆発実験の場所･実施日･降水と浮遊じん放射能の最大値とその出現地点･出現日

荘:1〕観測開始以降のもの呑まとめてある｡

2)南半球での核爆発の直接の降下物が丑hので除外してある0

3)ネバダイアメリカ)サハラ〔フランス)など降下物があっても他の爆発来臨の降下物忙か

くれ影響奇判別でき丑いものがある｡

4)放射能値全体が対応する爆発実験忙エコて生じたものでをく,古ぃものも含まれてぃるが

大部分の値が対応すると推測される｡

5)1955年4月-1967年7月(降水)

1955年11月～196丁年丁月(浮遊塵)



___.一__･.-_____■■■■■-1-■-･--■-･●･･･一--【-■-■■【■■■■-･′■･･-･･■岬･

宅爆発地点(国名) 核爆発期間

陣永放射能最大 浮遊盛放射能最大

強度pOレ吐 日時観地点 重度pOi/d 日時観測地点

パヤゼムリ7と中央 1962年8月5日
52.0

10月16日

76.0

8月10日

■ジ了(ソビエト〕 -11月3日(30回)
東京 大阪

ブノル湖付近

(中国)

:ミバラチソス(士厨F)
(ソビエト)

ブノル湖付近

(中国)

一〝

1964年10月16日 30.0

10月2真日阪
1月22日
鵜島

5月ヱ1日

福岡

5月11日
秋田

11月丁日
稚内

12月30日

輪島

38.0 10月22日

福岡

1月21日

大阪

5月21日
大阪

5月13日

大阪

11月2日

東京

12月31日

福岡

1965年1月15日 21.0 丁乱0

1965年5月14日 21.0 28.0

1966年5月9日 6.0 3.6

.か 1966年10月27日 5.0 20.0

.か 196畔12月28日 910.0 510.0

空間分布r線量率の観測報告

気象庁水戸地方気象台

1966年9月～1967年8月迄の空間r瀬量率の測定結果丑報告する｡

〔測定条件〕

検出器 …GM管
Aloka-42ヱ5

計数装置……"････…………･･････Aloka TI)0-1,AlokaI把-10

校正用糠源…………………･t…･2祁Ra-690抑㍉13TOs-10抽c

凍量率校正常数…‥･･…………‥0.059pr/hr･Cpm

姫方汝………………………‥OM層骨屋上牒眉丑(警雪盲竺卜鮎1m)
諷定日時…………………………毎週月曜日 g-10時に30分間測定

昨年忙

東径13j

エアーシ

圏界面か



旭川(43･TON),富山(36.80N),北富士(35AOⅣ),横須賀(35.ヱ○Ⅳ),高知(33.50叩

鹿児島(31.50N)の6ケ所忙2Nの苛性ソーダ2ゼをブラスチツクの容器忙入れ,約10日間放置

して,各地の地上の炭酸ガス缶吸着させ,その中忙含まれる14(〕の武佐変化菅調べた｡その結果告

訴2囲忙示す｡
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第2囲 高空おエび各地忙おける14Cの碑鹿変化

17 疇酵7ルコール.枝物精油中の14c浪度変化

放射線医学抱合研究所
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が主を原因と考えられる｡利楓ttはFallout の影響定席著忙受けるエうで,また降下量の兢少と

とも忙河川の放射能も急激忙下った｡196¢年上卓原燃の排水溝の一部が注いでぃる新川忙つぃて

調査を始めたが測定結果は他の河川工少商ぃ値を示している｡

2.雨水と河川水の放射能濃度比戟

雨水と河川水の全放射能の年間平均値の全放射能の年間平均値の変動菅比墳すると両者ともその傾

向は上く疇致する〔Figll1982年忙高hのは同年忙行夜われた米ソの一連の核実験の影響で

ある｡雨水と河川水の放射能濃度との相関関係をみると,河川水の放射能濃度の方が雨水工少低いが,

反面雨水中忙放射能が殆んど含まれなくをっても河川水中忙は放射能が検出卓れる憤向がみられる

〔Fig 2)｡これは地表忙蓄積享れた放射性物質が洗出して来るためと,天然の放射性物質特忙カリ

ウム忙エるものと考えられる｡
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20 雨水.海水.河川水中のF11-2吉9について

気象研究所

三 宅 春 雄,0葛 城 幸 雄

杉 村 行 男

東京忙封ける1958年～1960年のPu-239の月間降下量の測定結果忙つぃては既忙昨年報

告した｡

今回は1961年-1966年の測定結果忙ついて報告する｡

Pu-239は陰イオン変換樹脂(DowexIX2)法忙エコて分離後,ステンレス聴解電着し,α

椋合測定した｡

1958年3月以降のPu-239の年間降下量(mCi/庖)菅次の表忙しめした｡比較のため忙

Sr-90降下量およぴPu-239/Sr-90比(喀でしめす)を同時忙しめす｡

表 Pu-239おエぴSr-90の降下量

Pu-239

mCi/‰2

Sr-90

mCi/払2

1958年

3月～12月

1959年

1960年

1961年

1962年

1963年

1964年

1965年

1966年

0.05¢

0.092

0.04g

O.040

0.133

0.301

0.205

0.110

0.0 64

5.09

乱09

2.39

2.08

8.09

19.06

8.06

4.2T

l.78

Pu一之39/Sr-90

XlO-2
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22 表土中の放射性枝載目鼻度

放射線医学総合研究所

鎌 田 博,

中 野 恵美子,

一
道

健

誠

村

伯

木

佐

放射性降下物の土壌への蓄積量を知ることと,河川流域よカ河川への放射性物質の流亡を調査研究

する目的で,1963年エカ表土の放射性核種碑鹿忙つぃて分析測定を始めたが,本報告では前額忙

引き続ぃて新潟,東京,大阪おエび福島県下3地点の合計4地方6地点の裸地表土の長中半減期放射

性核題浪鹿忙つぃて調査研究した結果菅報告する｡

試料採取方法,前処理おエび分析甜定法は前報告と同様であるが,昔横量を測定するため忙r線エ

ネルギースベタトロメトリーを封こ在った｡

分析測定結果=椚1榊⊂示すと⊥､りである｡単位面仙当少の放射能pOi/虹2の範山忙あたっては

5珊エカ深部への各放射性核種の流亡缶考慮していなぃ｡また,90日r忙つぃては椅6N-H〔コl抽

出法忙エる数値である｡したがって,実際の地表の蕃槽畳は本表の数値エカ上廻るものと考えるのが

蛋当である｡また,探さ5珊の土壌中の放射性核種治産をr藤スベタトロメトリーで軋定した総蓄積

局中の冷6N-HCl忙よる抽出奉告併せ示した｡玲HCl可溶蝕ま土壌エカリーチング盲れ易ぃと

考えられるので参考忙あげたものである｡

第1式 辞地表土の放射性槙種の蓄積量と玲塩酸抽出率

岡山県北召

し,195モ

ランが坑道眉

ノり一上,鉱床廣

巣用水,農サ

移行,あるレ

と溶離,をぢ

1.実験材葦

実験忙も1

テンは,和う

土壌のウ≡

100茄J力耶

た｡

ウラン晩ラ

再び風乾し･



他の潜蘭拡は浴離しなかった｡46.2Jlg/g の土壌旺在ると,使用したすべての溶液忙0.15～

0.30喀のウランが潜拙さ几た｡更忙,424〟g/g･の土壌で比潜離畳は増加するが,醇離率はあ

まカかわらず,0.15～0.47喀 であった｡溶液の種類忙エる解離畳の相違は此戟的少酎へ

3) 玄米のウラン取込み:

ウラン吸着土壌で栽培した玄米は,各曲鹿群(山～203･8噸/邑)ともウランは認められ孜かっ屯

ワラも同様であった｡

以上の結果エカ,黒色火山灰土壌は,ウランの低萬庭番液では,ほとんど100痴のウランを吸着

し,一旦土壌忙吸着されたウランは,水,硫戯アンモン,リン酸第2カリ,塩化カリの低位鹿溶液忙

比宿敵し難いことが認められた｡

ウラン吸着土壌で育成し収嬉した玄米は,ウランを取込ま夜かったが,上斉原村の玄米は,ごく微

量のウランが検出さ几るものもあるため,玄米のウラン取込み忙ついては,更に検討する必要がある｡

24 土壌および米麦のSr-90について

農林省農業技術研究所

○小 林 宏 借,石 川 美佐子

津 村 昭 人

前年度忙引き続き全国各地の国公立虚業試験場内の水田･畑土壌謡よぴそこ忙栽培生産された米麦

忙つき核種分析缶行なった｡次に90srの朝査結果忙つぃて報告する｡

分析試料として,水田･畑作土封エび米麦の子葉を上記各試励場の協力把工少採取し,それぞれ分

析用に調亜した後,前年と同一核種分析法佗エカ90sr呑舟析甜定した｡

1.農耕地土墳の90Sr忙つぃて
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はゃ舶気象条件の差忙エるもの占解舌れる｡をお玄米の帥8r舟相異は亜理中であるが,これ忙
つぃても幸艮告する｡

25 各種食品暮陸水,雨水･ちり,土壌等申放射能

調査について

軸日本分析化学研究所

民

盛

刑

葉

山

浅

千

檜

弥,○千

人,有

荒軋

三

菅
行

洋

勝

葉
木

脊

丹 野 幹 雄

前年産に引き続き,科学技術庁放射能委託調査忙もとづく雨水･ち少,陸れ日常食,野菜,土壌,

牛乳等の核種分析測定奇行った｡この調査結果忙つき,昭和41年鹿封エび昭和42年8月まで採取

した試料について報告する｡

昭和41年4月～昭和42年3月せでの主を試料につぃての地峡別平均値を衷1忙示す｡調査結果

の概要を試料別忙以下忙述べる｡

友1各種試料中の90sr.1"Cs地域別平均値(1966･ト1針針目り
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みを使用ナるもの,市販の中性洗剤計使用のもの等を追加しその効果記比敬した｡第2比野菜類の汚

染はSr-90の場合忙果皮部と果肉部忙どんを状態忙分布してぃるか｡第3比洗浄忙エカ果肉部の汚

染はどの程度忙除去さ几るか｡

試料及び実験方法

試料は取扱ぃヤすく,可及的陀正確を期ナため茄子40Ⅹg(埼玉県産),胡瓜40Ⅹg(福島県産),

ピーマン25Ⅸg(茨城県産〕を使用しぃずれも昭和41年7月下旬-8月下旬忙亘少東京都内忙市販

のものを購入した｡

茄子は10Kg宛忙4区分し,対照,水道水,1喀Na(コ1溶液,中性洗剤溶液(常法忙工力水道水

2.5ゼに4.5CC添加)とし,各区分は折半して皮付きで全体を使用のものと,洗浄後忙皮を剥き果肉

部と果皮部忙分けるもの忙調整膏した｡

茄子のへタ〔花背部)は予め秤量して,除去後佗試料が5Eg 忙相当ナる様にした｡

洗浄方法は前報と同様であるが浸墳時間を一様忙30分間とした｡試料の炭化と灰化及び分析法と

楓定はhづれも前回と同様忙常法忙エった｡

胡瓜は茄子と同様に処理し,その軸は短hので秤量前忙切カとった｡ピーマンは果皮が蒋レ=Dで茄

子との比較のために使用,5Kg宛忙5区分として洗浄方法忙0.25痴氷酪酸溶液(pH.3.2-3.4)奇

追加し,試料は丸ごと全体を使用した｡

結 果

実験結果を別表1～4忙示し次に要約する｡

(1)洗浄の効果は第1表忙示す様に茄子では中性洗黄砂¢6.4痴で最もよく,食塩溶液は¢5痴で大

差モく,水道水は52喀で低h｡ピーマンは茄子エカ全体陀低ぃが,贋位は同様の傾向を示す｡氷

酪酸溶液が高く水道水の16.1痴陀対して約2倍の33.7喀であった｡

筋1表 洗浄方法陀上る汚染除去の比故
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仙 茄子のへタ(花背部)ほ汚染度が高く別表陀示ナ如く対照で4･3pOiでI第3衷忙示す対照

の果皮部1.3pCiの約3倍とをる｡へきは不可食部で全体と性別個忙取扱った○

第4衷 茄子へき(花背部)の汚染除去忙上る日r-90の兢少

(茄子1Kg忙つぃて)

n

童 試 料
Sr-90
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S.U.

Oa

(g)

Sr-90

の 備 考

兢少卓品 名 洗浄方法

へ ク

対 照 4.30 74.14 0.058 へきの重畳

水 道 水 2.03 36.25 0.056 52.845g(対照)

57.4

54.5

(改す)

n
L_

1偏食塩溶液 1.83 32.86 0.056

中性洗剤溶液 1.g6
u

3.3.ヱ2 0.05g

槻摘け勒摘軸脚竿珊瑚酢苛朝順



飼料中の汚染がたかくなれば,牛乳中のSr90は前者からの割合が高くなる｡逆忙飼料中の汚染が

減少すれは∴後者からの割合が高くなる｡

このよう査Sr-90の乳干の体内代謝をみるため忙,著者ら吐これまでSr-89を用いて,1

同校与忙より,そのturn overを調べてきた｡しかし,元素の各器管への移行を量的忙比べる忙

は,血液中の濃度を恒常状態-Ste8dy 8tate一忙しておイ必要がある｡乳牛忙おけるSr

のこの状態虻投与何時聞役よ少始まるか,tたその軽焼時間および虹,とく忙投与を中止した場合

の低下の傾向竜どを確認するため忙実験を行ったので報告する｡

供試乳牛は泌乳中のホルスタイン種轟から1頭を選び,大動物RI試験室で飼養した｡その乳量は

1日量7-9Kgである｡飼料は生草20Ⅹg,乾草3晦,ビート2Ⅹg.および配合餅3Kg,毎日給与

し,水は自由摂取卓せた｡

Sr-89は生理的食塩水で希釈し1日あたり200/把iずつ5日間連続して頸静脈へ注射した｡

投与開始後約3週間,糞と尿とを糞尿分離装置忙エり分離採取,乳汁を1日2回のキルカー搾乳忙エ

り採取した｡各試料はその1部をとって灰化し,担体を添加して,硝酸法忙エりSrを単離してから

計測した｡

その結果,5日間連続血中投与されたSr-89は,糞,尿,乳中佐投与開始と同時忙急敢忙増加

な始め,かなり早期忙最高忙達した｡そして,同昆の投与が続いている間は,この値はほとんど変ら

ない｡いわゆる恒常状態-Ste乱dy 8tate一忙なった｡これは,蔑,尿,乳間でその時期は

多少ずれるが,大きな相異はみられない｡しかし,そのレベル忙はかなりの違いがある｡

投与停止した5日以降では,停止後2日目エり減少が始まり,以後急激して.5日日忙は最低とな

り,ふたたびきわめて低く,しかもか在り永く続く｡これは一鹿骨忙沈着したSr-89がすこしず

つ溶離してくるためと思われる｡

29L!家畜骨中のSr-90について

しかも生後葬

った東北地コ



5ロ 昭和41年度輸入魚晶中のSr-90およぴ

Cs-157の定量

厚生省国立衛生試験所

浦久保 五 郎,熊 谷 勝 昭

弛 淵 秀 治

前報l)･2)忙続いて,輸入忙対する依存症の比較的大きな食品忙ついての帥Brおエぴl"c8汚

染の調査を行なったところ,以下のような定温結果を得たので報告する｡

1.分析方法:掛軸りと同じ方法忙エる｡

2.結 果:脱脂粉乳42検体忙ついて各々100g当りの川srぉよぴl=cBの担鑑を求めた

ので結果をTablel忙示す｡
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51.食品および食品庫材料物質中の7ルフ丁放射体

の放射化学的測定 tlI
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作陽高校

食品はいろいろ媚境放射能を∧体内忙摂り込む主要査碍鮪の一つであるが内部放射線源･とく忙

骨髄照射繚源として骨忙沈着する了ルア丁放射体が琶零である｡

その予僻験として今回はウラニウム忙つき植物性食品中粗ける存在履イオゾ交換法忙エる硝

濃縮宙よび析付電離郁よる了ルフ丁線スベタト叫酢定で同乱,純押ガスフローカウンタ

ーで定量してみた○

試料(生体試料泄gの灰イ脚を6N-HOlで1時間温抽出を帽換臥･抽出離合せ,蒸

発印する｡1ポー=0峨固物摘軋,1N一肌で調軌帥we川糾肝酬脾帥

打倒_1N-HOlで樹脂住む洗浄する｡溶出液は蒸発乾固し一拍-HO鵬勘柑｣HOlで調_.一■_､■■一ノー _,｣._.上ヨ亡事Id■劫t
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(S･U29･5)であり･196む年の牒月試料の19JpCi/d/p(S･U3T･6)と比断れ

ば低めであった口

ii)137C8畳

6～8月では新潟農村の80･9pCi/d/pから大阪都市の26･2pCi/d/pの範囲であった0

叉9～11月では北海道農脚0･OpCi/d/pから福岡農村の1乳8pCi/d/pの租で如

蛸回の平均値怯東沖,40･8pCi/d/p,31･8pCi/机であり196昨3月の試料の平

た｡

均58.6pCi/d/p忙比し減少の悼向を示した｡
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までの5日間を選び一つのサンプリング鄭闘とし払

l=CBの全身肺の計桝全身カウ州エった｡脚エび排脚中がOSrの脚は発

椚冊軋㈲仙､･l珊Bの含有量旺リンモリブヂ榔揮り榔エって脚削尿)紙

牲揖気炉で択化した択(食占占･削のr一スベタトロメトリ忙エって定出した｡

l"c8の結果は第1図忙示す通りである｡日常食I排軌身体負荷昆とも･1…脚-ク

とし,脚腱咄んど直牌的忙下降している(了メリカのロス･了ラモ相身脚Iin一

亡a;｡…::左;某諾警慧芸票忘言:三宝ごこれも1964年をヒータ忙下降している｡川Srの人
骨中の離は鱒〆ルでの比較のため放帥のデー㌢な記滅した0

フォール了ウト障90Srおエび明昌の人体中のレベルおよび脚物中のレベル脚の悼

向脚,そのレベルも放射肺上聞配する忙足らぬほど小帥㍉価配管酎る忙当って

サンプル(尿,菅)の計測上イセタグラウ班して問題とな牒うるし,人体の全身計測の場合もスペ

クトル解析上考慮しなければ怒ら帥｡これらフーール了ウい忙由来するレベルが時脚変動する

ので,開これらレベル抑えておく必零が思ると思われる｡

る占 北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

安藤芳明
佐藤洋子

..‥ ‥_Aウ.3.3い忙おける放射能調査結果の概要を述べる｡

3.土壌の

札幌市及

蓄積眉推,

4.食品類

農畜水産

第4衷のと

あせりいち

かった｡

5.空間惑

札睨市忙

表のとおり

り変動はな

示した｡



呵雨
水

今年匿測定した成績の中0･0さ挿i/

が一以上のものを示したのが第1固であ

る｡5即日忙行在われた今年鹿最初の

中共核実験の影響は-翌10日の雨水忙

6.189pCi/正β(降水最T･¢仰)の

放射能と走って横根れ誹常忙早く影

響が現われた｡10月28日の中共囁莫

酢は約1週間後の雨水から影響が現わ

れ初め,11月4日¢雨水忙1･527

pci♪叫降水量12･岬)¢日の雨水

忙2.548pCi♪"降水量4■7脚)が

横根れた｡さら忙12月2丁日の中共

核乗郎は3日後の31日の降雪から

1.633pCi/扉(降水量1･岬)1月

2日の雪から3･223pCiル(降水量

1.挿)の食β放射能値庖検出した｡今

年苫忙検出蔓れた放射能値

は,昨年5月14日忙行恵

ゎれた中共核賽験の影響と

箪葦キ｢

伽

第1囲 雨水の放射能

fg時-9時降水忙エる6時間更正値)

IJ●

〟亡

した上水

あろうと

1.ま J

196･

報告ナる`

2.剰 5

科学技1

しlOEl

亡pmコ

劃kV)

(UX2･

3.酎憩

3-1

中国西二

響をうけ一

も4.3鵬

40爪Cj



3-4 送 付 試 料

核種分析のため試料を調整し送付したものは雨水,ちり,日常食･牛乳,上水など33試料であっ

た｡

59 茨城県における放射能調査

茨城県衛生研究所

小 池 亮 治,○中 沢 雄 平

森 田 茂 樹,高 橋 明 子

茨城県匿おける最近の(1966年10月以降)放射能の変動は･雨水中の全放射能推移を即と

ると,第1囲の如くであるQ

第4回,第5回目の中国核爆発実験の影響で,雨水滴下じん･浮遊じん等忙一時的忙高い値がみ

られたが,第6回目の核爆発実験の影響は認められなかった｡(第1表)

査お各種環境物質の放

射能忙ついては,大きな

変動はみられなかった○

第4回目の中国核実験

数日後の11月2日忙水

戸で採取した浮遊じん忙

50.8pCi/打 という

かな少高い放射能が検出

卓れた｡

第1表 中国核爆発襲験忙封ける全放射能の最高値
司

回目 実験年月 雨 水 落下じん 浮遊じん

240mCi/も㌔ -pCi/扉1 1964年10月 4.190pCi/戚
2 1965年 5月 4.200 ケ 80 ケ 6.3 ♂

3 1966年 5月 7.070 す 7 サ 0.9 ♂

4 〝 年1n月 3.500
々 2 〃 50.8 ♂

5 ♂
12月 4.060 ケ 2TO 争 9.5 〟

6 1967年 6月 150
サ 0.3 サ 0.9 ♂

柏
如
輔
凱
鰯
抽

r
‥
項
一

r

○



第3表 各押環墳物質中のBr-90･

C呉一13T渋旺の全国平均値

と茨城県平均値(1966年)

;区分 地域l
計一90l Cs-137 単位

雨水
ちり

全国

茨城

193

173

2･61爪Ci/≠居
2.26

野菜
倭国

茨城

443

297

21･3

一応i/晦
26.3

1･珊
¶Il 163 42･9

けICレ≠t一望
34.0塊抽 349

牛乳
全国

茨城

8{I

11β

25･3

pci/必
22.3

脱水
旬可

茨城

OA2

0ユ5

0･09pci/必

0.07

‡浮遊
じん

全国

茨城

38

1き

5･9pci/m3

2.3

ト
ミ
正
号
暮
■
官
胡

てい恵い｡(第4表)

土壌中のSr-90膿鑑忙ついて･分

析化学研究所で分析した-964年の結

果より平均伸を出してみると,関東地方

平均値は全国平均値忙比較して高い値を

示している｡恵かでも茨城県はかなり高

い低である｡このことは土質の特性で,
.T..､.b最f_L.レrl虫ヒ｣ヨEl -rt_.ヱ_

第4国 東海村周辺忙おける空間線量の変動

第4衷 各種環境物質中のSr-90･C8-13丁

濃度の年鑑平均値(茨城県)

区 分

雨水ちり

年 鑑

1965

1966

Sr-90 C畠-13T 単 位

恥Ci/ぱ

野 菜

土 壌

1965

1968

1.は じ

1983塵

食品(干乳

試料の調男

は医理研製

2.測 定

(11陸

原水(阿召

告示した｡一

年産別の三

脚 雨水

1964』

中共第1回1

2月の秋冬(

第2表忙示1

佃 雨

雨水の採1

日間毎忙行l



第3表浮遊塵の全β放射能pCi/隕■

年 産 平均値
最高値 最低値

1964
1･03 乳69 0.03

1965 0･38 2.T7 0.08

1966
0･T9 16.40 0.01

しかし.1966年5月の中共第3回

実験の影響は特忙大き恵ビータとしては

認められなかった○

(5)食 品

各種食品の全β放射能は,4年間を通

じて明らかな増減は認められなかった｡

大根,干乳,精米等の農畜産物の全β

放身嫡巨は0･2～0･3pCi/穿のレベル忙

あり,魚貝類の全β放射能は･やや高く

0.1_3.5pCi/Fのレベルであった｡

特忙貝顆が高い値を示し･1965年忙

採取したさぎえは4.2gpCi/Fという

高い測定値であった0

年直別の各椎食品の全β放射能の平均

値を第4表忙示した○

辞4衷各種食品の全β放射能pCi/F

食品名

酎1963lOIT
農L撃墜

第1図 雨水の全β放射能 pOi/儲
(1965.4～196丁･1〕

が認められコ

なお,すt

の全β故郷

原水封エび貞

5地方とI剖

科学技術月

験が3回(掛

れ,その影萄

県単独事某j

のがあった｡

1.調査試車

両水,じメ

2.測 克

試料の調雲

脚定器は【

戟試料はロ

TR式シソ｢



天 水(未軒過)

湖 水

河川水

軸 水

牧 草

野 菜(ホーレン革)

ヽノ

ヽlノ

ヽノ

メ

土

地

ラ

底

丁

海

草

(

(

(

乳
物
墳産

〃

午

■海

士

〓〓〓〓〓=l･呈

_
｢
l

身=
身･㌔.

1
1
-
-
1
-
-
-
-
-
-
-
t
l
l
-
-
■
-
1
1
-
1
-
-
-
-
-
-
-
■

42年1月20日 108･4pCi/必

ケ 3月27日

〃 2月 丁日

41年12月 5日

サ 9月28日

2

1

▲-

▲一

ウ】

l

■
4
一
.
4

年1月20日

年 9月26日

年 2月 3日

年 8月26日

サ 丁月 6日

す 11月 2日

〃 5月18日

8.8pCi/戚

18.¢pCi/戚

2.3pCi/戚

0.8pCi/生体,

1.5pCi/生体,

0.3pCi/生体,

2.4pCi/生体,

3.2pCi/乾,

3.8pCi/′乾,

23.TpCi/m8

11.3 〝r/br

根来酔牲30日比内に操軋たじん凱坤の放射能い966)

●鶉3回申其杜夫挨
▲♯l回

〝

●菅5回
■

1
-
1
-
1
-
1
-
-
-
1

忙,落下

咄財ヒを≠

図4忙食

pCi/51

一兵∫l-1‥.
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45 愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

林 間

加賀菜

松 井

▲
‖

弛ヽ

-
.
■
.
■

′
●■

｣
一

田石l明

子

忠

聴

菓

磨

本報は1966年9月から196丁年8月せでの科学技術庁の委託調査射び愛知県が独自で行っ

た調査結果である｡

2.調 査 対 象

雨水,ちり,陸水満水･土壌･農畜産物,魚貝顆等394件である｡

3.測 定 方 法

試料の前処理ならび忙軌定法は科学技術庁｢放射能測定法｣(1963)忙従った0

試料の各種別忙ついて本調査期間印得られた最高値ならび忙平均値を酢示した｡調査期間中

41年10月,12月,42年6月と3回中共の核実験があカ,その都鑑強化楓定を実施したが･

12月の核実験の時潤も顕著丑影響が認められ･蒲水･ち少等の最高値走らび忙親政射性粒子はこ

陸水一括水I土壌,農畜産物等の測定値は最高値･平均値とも忙大き恵変動は見られずほほ昨期と

同水準であった｡

押別･品名

｢南京(定量採水)

放射能測定値( 最高および平均値

最 高

在らび忙測定件数

測 定 値

19669～1967.8

平 均 値

587pCi/加

198=針

1.試

a●

C ●

e.1

g･■

i.

k.

2.測 定

計測機器

神戸工業製

(1963

水,降水,

2.測 定

【A〕

河Jtl水は

(表1)



仝峠忙前隼と比蛸しで礎仙祀′刷,菓軌採取時耶工娼が多少みられるが･晶即エる差

脚r)掴かご九州机仰い畑･純水瓜と押水魚の榊が肋れなかった0ヤ吼批前年と性

とんどノ組付していたい0(衣2〕

衷2

京抑市

玉 露

煎 茶

煎 茶

煎 茶

生 薬

魚貝顆 はま ち

せ す

宇治市

宇治市

宇治田蘇

加悦町

宇治市

宮津市

亀岡市

良品放射能測定鮨粟

最 高

月 日

65.4-66.3

66.4･-67.3

65.4～66.3

66.4～6丁.3

65.4-66-3

66.4-67.3

65.4-66.3

66.4～$T.3

65.4～66.3

66.4-67.3

65.4-66.3

66.4～6T.3

65.4-66.3

66.4～6T.3

65.4-6¢.3

66.4～6T.3

宇治市 t65･4-6了･3

6 1

4 24

5 14

5 23

5 14

5 23

5 14

5 18

6 1

8 3

1 1g

9 5

2 13

最 低 値

測定値

0.4

月 日

7 19

測定値

4.9

$ 1ll.T

7 20

8 1

8 9

9 24

12 10‡ 0.1

T 18 0.4

0.0

91 0.3

中共の核≡

の忙降下年

月31別



196晒5月及び=月の壌実鮎後略何れも可成帽密度雌子が降下したの奇観測した

が,,6榊月の核脚影靴降雨摺遊塵とも忙殆んど墳脚㍉粒子蛸下も確認し得細

った○

45.大阪捌こおける降下物中放射能

大阪府立公衆衛生研究所

大志野 寺,○沖 岩四餌

第8回放射能調査研究成果発表会で離して以来196丁年9月迄の,畑即納る降下物中放

射能の調査結果を報告する｡この期間中･第5回(1966年12月28日)･第柑(196丁年

6月1丁日)の中国核実験が行紬鴫これら核実験の囲脚臥削回核実験の影響と比戟

1.全降下物‥地上約20爪の屋上帽置した面積1･000舶ステルス製円筒型容器(下部肺

斗状)忙水な張りI原則として10日間捕集した雨水滴下産金畳を濃縮宅間し測定⊥た｡第1図托

そ摘果を示す｡脚に朋･縦雛10日間媚果を1日あたか町平均して爪Ciル2･dayの値

を対数で示す○第5回核実験時収第3回のそ摘上回わる値が認めら帆第6回核実験時忙は-特

忙著しh放射能増加は認められなかった○

2.雨水:

レ1て10亡

数で示ナ｡



舛忙すぎを

時躇しい放射能増加が認められたが･第6回核乗験時忙は放射能増加憎められ帥った｡第帽

舶鵬州盟酎鑑別;できたかったので,炉紙式集配行なって核実験の影響を確濁したが･放
▲■.

▲
■

~
■

第1

ソ連地

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

付:降1

分析化弓

の経年変イl

から引用t

認められ月

1966塵

196丁占



4d 兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

蒔 田 政 見･0大 路 正堆

今回は1966年10月から196丁年8月tでの脚綿凱た放射能調香の概要田き報告す

る｡

定時採耶よる雨水中の放射能眼値の月別推移は第1表忙示すとおりである｡1966年=月･

第1乗 降水中の放射能の推移

平 均 値

pCi/舶

最 大 値

pCi/舶

最 ′ト
値

pCi/嵐g

本調査

l■▼■｢■･一l-■･･--1

i

-

!-皇･も

11

1掴埠
2

3

4

5

6

T

8

l

l

8

7

6

4

6

8

5

6

8

0

4

0.018

0.67丁

30.730

0.6$3

0.115

0.052

0.019

0.018

0.061

0.021

0.011

0.OT6

4.000

133.103

1.661

0.2丁5

0.125

0.083

0.056

0.116

0.05T

O.028

-0.010

0.00丁

一0.005

-0.021

0.002

-0.004

-0.012

-0.019

-0.020

-0.002

-0.00g

陸水中,

天水の放射

は第5同棲

食品,海



定臥た○鯛舶性･科学技術庁の定めた方法忙エった｡鵬臥日本鵬酎ソチレー1′･ン

サぺメーター(TSC一榔摘円した｡ウラ沌定帥･固体帥蛇蛸じt島津♯光電

外光々暖計附属既光測定装慣(改良型)を用いた｡

2.調香結果

り1陸水一食晶･土壌の放射能

刷り5月上旬せでは100pCi/且以下鴨ったが･5月11日忙至り乱651pCi/舶検

出した｡この放射桝一中国が第3回目町核爆発実験を行った日エり2日後のものである虻5月15

日以後放射能はt漸次減少したが･11月7日tビータとしては･比較的低い=3pCi/戚細

出した｡このど一クはt中国の第掴目の核爆発掛軸れてエり11日を経机ている｡以後

12月朱門放射能蛸少する傾向を示した｡12朋帆中国蛸5回目の核爆発実験締った｡

この影響は前2回の実験エり七郎･19¢丁年1月r日･¢3･908pCi/戚tl月2日･6･441

pci/必摘出した｡l即日エり1月1冊で降雨吐なく･1月12日忙は再び22･316

poi/戚綿出した0脚月脚で次郎減札払1月12日匿検出卓れた放射能は･軽日

的変動からみてt地球を一周して再来した気流の影酢あろう｡1ケ月間の積算放射桝･11月な

除き中共の核爆簡実験が行弛れた月紙はその翌月摘く･5月･紺叫Ci/如拙28丁β

叫C壬ル1月･80･丁叫C囲であった｡11月は辟暁の抑馴られる月であるが･放

射宙酔通過把工摘算鮎低く,5㌢叫祀i/椚あった｡5月･1抽1月以外の月の観算値

は.2.l～18･6叫Ci/撼であった｡

これらの試料は･前年度腫引続き放射能は低く･鯛も紙少い｡年間平均値は･脚･ヰpOi/

戚一水道水1-1pOi/戚･天水&1pOi/βてあった｡

椚河川水.下水

酬l7kけ.ト水.水道水と同様低い借であった｡年間平均値は･甜ttユ･¢p町彪･高梁胴･1
一■_

_
J 一

__
■

｣▲

裸地の放身

-10仰の串

脚 空間

中国の第ヨ

での平均値忙

れ.線畳は.

さ月1日8.≡

㈱ 河川力

=河

上斉原村P

/β.第2若

鳥兼用水‖

ii)野

ハルナ等孝

IFあたり

3.括

本年産の尋

雨水は.亡

空間線量上

乗した｡
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表1のとお叩ある｡第相模実験の七き托降下した析の敢が少なく放射能掛低い値のも研

ぁった｡講5回の齢は耶畳脚常忙多く･帝研屋上の任意の1㌦忙ついて調べたところサー可

メーターで1.000叩以上を示したものが111ケでがった｡この中からけを耕して分脚

定した結果10-5押㌦iのものであった｡各実験時忙採閲した粒子の紋章曲鮎図1のと封り

で潮回のものと削回のものはほほ似蛸衰告示したが･第5回のものはやヤ鮎た脚示し

た｡

表1.強放射性粒子の放射能

‡試料

.佑

採取年月日
E壬_･･;… 半減期(日)

$ 41.10.31
1T.5 3.7

7
〃 1T.3

3.9

8 41.12.30 3 8.4
2.8

g
〃 10.0

■■■■■■

10
〃 50.1

■■■■■■■

2.T
11 ク 53.9

12
〃 35.3

13
u

〃

_一■■■■一■■--■

2T.了
国1.強放射性粒子の減衰曲線

3.陸水潮定結果は表2忙示すとぉりで郁汚染と認められるような即検出し帥ったq

襲2.陸水放射能(pOi/戚)

上 水(原 水) 上水(蛇口水) 河川水 下 水



49 長崎県における放射能調査

長崎県衛生研究所

寺 田 精 介一 件

山 口 道 堆

与一郎

長崎県粗ける昭和41頼政射能調査成削雨･浮遊塵仕掛2年小一針打分を含む)の概要

を報告する0

本期間印は4回糎たる中共核爆発実験が実施されたがtその帖第3回時の状況は既報した

(昨年.嫡)ので･今回は削回核実験以後の測定結果忙ついて酢る｡

窮4回核実験(10月2丁日爆発)の際は1脚1日･G陀捕集したが･掴の走査でt僅

か忙2個.β放射鮎6･5XlO3と15･7XlOユpOi/粒であった｡浮遊塵では爆発後･1週間

目の11月2一拍陀ヱ1･6～46･2pC仰の高値を記乱たのをはじめ■町24-2吼

1抑日･21計町モれぞれゼータが碍ら地雨水腫あっては浮遊施酎で細った｡雨水

浮遊塵の日別測定値は表L2忙示すと射である○

襲1. 核爆発時(中共Ⅳ
Ⅴ)忙おけ

降雨月 日

.･--････-
--一ニーー~~=

10.28

11.6- 7

13

13～14

降水量仰

5.T

20.8

20.0

25.0

8

4

q
-
8

降下量詳

pUi/必
0.2

5.T

6.0

1.2

1.1

降雨月 日

1231-1.1

1.l-･3

3■- 4

4･- 5

6

降水量脚

放射能散
強 匿

pOi/β

93.000

6.350

11.500

2,860

5.060

降下量#

pOi脚

β

●

l

全

し

壮

も
紗
那

第6回

遊塵いず

月22日

放射能は



フォール了ウトの月別降下量(以下単位咄湖川)は41年露では最高が12月の"52t

最低が10月の2･5であり･中共第5回核乗酢上って･12月と1月が異常忙高い値緬したのでt

この期間を除けば月平郎6･98であり･4咋直の牒jTと大差帥｡4料月-8月期は最高

が4月の14.4←最低が8月の1･2で一月間平均値は8･…である｡(表3)｡

浮遊睦の41年直月別平鯛(以下･単位pCレ加)は最高が12月の54･2･最低椚月の0粥

であり.11月～1月の3ケ月間は第4･引両回の中共核実験の結果一郎値緬しているので･この

期間細けば･平均1･6pCi/加である0また･42射-8紬平削･2pCi/加であり･41

年同期と同値である(衷り｡

産道浮4.表

間

取
数
採
回

の放射能測定成績

最 高

月 日 p(コi/d※

最 低

月 日 p(コi/′㌦※

平均※

pCi/冠

i 9

竃::
i12
i42･1
i 2

4.ヰー2丁

5.卦-24

6.6-25

T. ト29

8.辺-25

9.3-21

10.4-31

11.1～28

12.6～31

1.M7

2.MT

篭;竜:㌶;

4.1g

5. 2

6. 6

T. 5

8.12

g.21

10.31

11. 2

12.30

1. 9

2.20

3.13

4.28

5.12

4.2T

5.24

¢.11

7.15

8.25

9.20

10. 5

11.22

12.29

1.19

2. 9

3.28

4.2丁

5.10



s岬trOm両r(303咄)を使用し･標準添脚エっ輔った｡

襲1…50年から1p5針年生れの乳由忙つい僻郎卿岬チウム見なしらべたも

ので平均33出4r･Rr/拍(R乱nge:243～393r)咄生年別と輔弼脚

る差鴇蛙みとめられず･富た崗種別の撞いもみられ帥った｡

卓ら忙東御地刀の噴億アトロ刑ム畳は榔16士…･軌Ca(R811Fe:254～

400r)の値がえられ･閑地方の乳歯のそれ忙くらペて軌ど差脚ものと思われる○

衷醐0～87オまでの永久歯な朗冠割と歯根部匿わけ･適郎とめて綻ストロ州ム畳を

しらべた｡紳舶掴冠脚榊2士54r･Sr/官〔h(R乱nge‥抑674r)･

歯根部では平均593士48r･Sr/gC乱(Range50卜669r}で始んど同じ値がえ

られた｡純一年令別忙よる速いもみられなかった0

固1は閻束地附ける1い=困1㌢=沌撞れ棋の乳歯中の帥Br忙ついて前埴報告した

値匿うら忙検体数な加えて図示したものである｡195僻Lの人工栄蕃の乳歯は2･94士0･15

pci/gCaとこれ膵帥高い値細れ･渦巻別榊とI母乳脚くらべ人工脚

乳歯の方が平均40喀以上も掛値がえられ払

柏.その後脚方の1950-195針年生れの乳齢ついても分析検体数絹ねた爛東地

方の乳郎くらべてとく忙地蚊差はみられ帥様である｡.
■

.__
▲

ヽ●

引続いて1960年の試耶ついても計測中である8
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いても行ったが,現在検討中である｡

1.臓器試料

当研究所病院部の協力忙より1966年丁月よ少67年2月忙わたって採取した肺･肝,酔おエ

び小腸忙ついて分析を行った0

2.分析判定法

1打cBの分析は臓器を灰化後リソモリブデン醸忙工少沈澱盲せIついで塩化白金酸セシウムとし

てマウントし計測を行った｡また,抑sr忙ついてはl訂c8舟離後炭酸塩とし,共存Caを発煙硝便

法忙よ少除き,放射平衡忙達したのち帥Tを分離した0

この操作にあた少,丁ンモニ丁処理忙エるneの沈澱中忙かな少Srが共存するので･メチル･イ

ソプチルケトン(MIBE)忙よるFe除去の過程を刀口えた○

ここで,Ⅱ!Ⅰ耶抽出忙ついてはIC畠ISrの有機相へむ移行の宏いことをトレーサー実験忙エって

確かめた｡

3.実験結果

試料卦よび分析結果忙ついては第1表に示すとお少である○

膵臓,腎臓忙ついては現在分析例が少ないので各種臓器間の1訂c8鎮定の比較は控えるが肝臓と小

腸との間には前年忙みられるとぉり前者がおおむね高い値を示した｡

1訂cB濃度と死亡時間,年令,性別恵どの相関関係忙ついてはまだ分析例が十分で丑いので今後

の検討忙よ少たいと思う｡

第1表 人体腰帯中の1好c且渋皮
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必要となり,容易では帥○日本全国忙あたる外部脚定は現如でのところあ射みられず一地

域的硝,日本全体としてのレベル恵ど不明丑如王あったもの,判定の難しさ忙1るものであろう0

今回著者等は全国的宏規模の測定計行なう試みの昂瀬旧企てとして-いせまであ椚デー押帥

四国地方を選び,把を行なった0滞在瀾問も隈帥るので一人口密度の高い都市を主として眼し

たが,一都市につき少くなくとも3個所鮎全体で30個所ていどの地点を判定した0

眼地は走るべく広岬担地で,表酢土が露出帥た地を選んだ○帖忙あたナてはシンチレー

ション･サー可メ一郎エって広くその付近帥-ベイし,異常丑点む削申込まないエう忙努也た○

暇酢2岬¢,厚さ錘の球型プラスチックチェン′しと′叫ブ∨-ティyク月-ド･エソク

トロメークの組合せである0

5占大洗研究所周辺のパー7タグラウン柑射線の調査

日木原子研究所

○笠井 臥 森 内 茂

日本原子力研究所大研究所帆大型の原子力施設の設即予定されており-すで忙J椚Rは

43年庭中忙は臨界の予定である0

これらの施設が稼酎る前のバックグラウンド調香として!敷地周辺の地掛らのバックダラけ

ド放射線の照射量率を牒弄ロ40年6月と昭和42年1月の2回忙わたパ詳細忙測定した○

州大洗研究所周辺の地質と制定点:地所からの鮒稗射その地中町含まれる放射性核種強度湛依

存する○それゆえ地即よって放射線畳が大きく斯る○

らのみの侶

校正方法,

ある｡

土壌の貨



宋3.土壌中核種番鹿からの照射丑率

Ⅰ:第1回判定昭和40年6月

Ⅱ:箭2回判定昭和42年1月
n

地点

番号

天然の枝押(Tb,U,鷺)
〃r/h フま⊥ル"トl概瓢全射尭率棋/h__l

Il
Ⅱ Ⅰ Ⅱ 6 Ⅱ

_l
ノ広l

4.30

3.1¢
2.96 1.34

0.96
2 2.51 2.20 1ユ3

3.64

3 2.T了 2.58 1.25

0.68

0.69

4.02

3.26

2.81

4 2.84 2.58 1.6丁 4.51

5 2.丁5
1.丁5 4.50

6 1.81

2.17

1.5T 3.38

丁 2.28 1.62
3.90

$ 2.43 2.96 1.95 0.53 3.38 3.45

9 2.90 3.19 1.69 0.60 4.59 3.T9

10 2.72 2.25 1.81 0.65 4.53 2.90

11
2.10 2.01 1.50 0.87 3.60 2.88

12 2.21 2.41 1.2丁 0月丁 3.48 2.68

13

14

2.71

2.80

1.62

0.3丁

4.33

2.9丁

15 2.06
0.51 2.5丁

16

17

2.41

2｡至6

0.91

0.09

3.32

2.4早
03

2.54 2.42 1.47 0.59 4.01 3.

表4.東海村周辺の地質別忙よる照射量率(平均値)

環境の放

境忙存在る

らrLているコ

射線とがあ

価する上托

せで行丑わ

この報告

析と,環境

その原因と

雨忙よる

忙エるもの

の長期把わ

少,この喝

す｡一方人

からの増刀口

忙エる外部

とができ,

第



第2安中共核爆発実験忙エる外部破断鮎描与
ヽ

回 集 魚 日 外部被曝線景東京)(mr

1 両面39年1月16日
_--■■l■■H■■■■■■■■■■-■■■■■

1.6

2 昭和40年5月 2日 0.4

3 昭和41年5月 9日 0.1

4 昭和41年1明28日
0.1>

5 昭和41年相月28日
4.5

6 昭和42年6月1丁日
0.1>

ることができる｡また一方宇宙線分について酎′ンチ∨-ショソスペクトルのエネルギーの大きい部

分を解析すること把よって分離して判定することができ,そのスペクトルはシソチ∨一声ーの形,大

きさ忙エバ特徴ある形を有する0今年駐忙おいては従来の円筒のシソチレークー把変って球形のシ

ソチレークーを用いた判定結那ついてのべ∫あわせて環境r線強度の算出方法忙つぃて報告する0

シンチレーションスペクトル

は環境の放射赫の特性を把握す

る忙非常忙有効であり,天然放

射作物即からの放射線,フォー

ル了ウト忙よる放射線,降雨忙

忙際して降下するラドン子孫核

種等をそれぞれ分離して測定す

58 表面海水中の放射性核種濃度

放射線医学総合研番所

○大 桃 洋一郎,山 口 治 子

締言:前年度忙引き続き,東京桝および楓新軌広鮮び忙福井の各衛生研究所匿お小て採耶れ

た表面海水中忙含せれる放射性路椎の湛僅測定を獅った0対象頓種は,帥sr･1紺c8:臣エび聖e

分析法:分析法は,塩崎らの方法〔J･nCe且叩r･S岨J乱p叫20恥31(1964)〕忙準

じて行なった0
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_
-

-
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椚2戎忙こかまで忙得られた叔両軸水中

の放射件核種渋皮の地域別年次別平均値を一

吏忙椚3鷹匠や地柚の年次別平均肺を示し

た｡

凱2衣および節3衷より明らかであるエ

う忙,いずれの核種も,年々兢少している

ことが明らか忙卓れた｡この傾向け,曹℃e

耶3訳 衣両軸水中の放射牲核抑灘庇の年次別平均情

核種

年度
帥sr l町c8 川ce

1963 0.53(2) OAO(2)

1964 0.41(9) 0.49(3)0.26(り

1965 0.42=柑) 0.45(29)0.09(36)
1966 0.35(33) 0.38(35)0.02(33)

注()内の数字は検体敢

忙おぃて特忙いちぢるしく,これは1日Ceの物理的半踵期が90srや1貯C躍比戟して短かいこと,

ぉよび海水中での不酎ヒや懸組物忙付帯する等の作用忙エってすみやか忙沈降したこと忙よるもので

あろうと考えられる｡

59 日本近海海水の放射能測定結果

海上保安庁水路部

0塩 崎 愈,背 戸 義 郎

1962年後半の核爆発乗験終了以後の日本近海三海域(黒肺軌日本軌親潮流域)がOsr･

描c畠,1ヰ4ceの年平均値とレンジを表1忙】又核種別の経年変化を国1-2一忙示す0

表1 軸sr,1紺c8,14℃eの年別年平均値とレンジ

｣㍍

潮

(U氏V
91

l
氏V
91

1962

S r-90 C8-13丁 C e -14 4

0.31(0.26-0.40)

0.24

0.29(020～0封‖
∩ノlつJ爪ウQ一-nR01

0.39(0ヱ2-053)

030(0.28-0.3り

0.45(0.2T-0.¢8)

D.4grO.27･-0.641

0.36一-2.36

0.2 3･-0.90

1.20･-2.91

0.$0一-6.44



1962年の核実験終了後,三核種とも急激應増加を示し1963年忙極大忙達し,地域的忙は日

本海封よび親潮流域でけ,黒潮流域忙比較して一その∨ベルは親分高かった0

1964年以後はフォール丁ウ一畳の減少とI水平,垂直方向への理由忙上申一除々托そのレベル

け下がって来ており,三核種の測定結果の∨ソヅも小事く走っている｡

帥sr,1訂csの平均値をみると一19ti5年迄は,上記の日本軌親潮流域が黒潮流域工少高い

傾向は続いているが,1966年忙は∫親潮流域と黒潮流域とでは,殆んど差がなく在りI日本海よ

り倖か忙低い借を示している0

…ce忙ついては,その物理的半兢期の比戟的垣h事,叉海水中忙於ける挙動の違い等忙上申,そ

のレベルは1966年後半以後は0･1pCi/且以下とな少一三海域とも同様恵結果が得られている0

占0 日本近海海水の全.一β放射能(19砧-19d7)

気象庁 海洋気象部

舌 村 広 三,○鷺 猛

木 村 完

1966年7月工少196丁年6月までに得た表面海水の全針軋定借を第1図に示した｡また一海

域別の平均値の前年との比較を第1表忙示した∩この1年間忙得た資料の斬らしぃ点は一南支邦海お

ょび西部赤道海域でそれぞれ数個の制定値が得られたことである0

第l表 日本近海海水の全舟放射能対前年比戟表
1g ti6 196丁(前半)

判定数 平 均 値 判定数 平 均 値

i/戚(dp恥像)

値は明ら

を少高h



即東海研屯所沿岸の海水忙ついてはl…軸臥ほゞ朝採鮎を定めて判定を行って軌

長那わたる表面海水中の変動忙ついての測定結果を得た0(第l国参酌

第1図 日本原子力研究所東帝研究所沿岸の表面海水中のC8-13丁

これら沿岸海水中のl打C8の硬度を支配する田子唯ついて検討締った○即ち

川原子力研究所り放出される廃液¢影響

脚 久組tは少の河川水の影啓

′｡､垂丘Il∧墟虫臨打上島f乱Ilout の影響



日本帝の梅水のSr一軌C昌一137忙ついては測定が少帥○われわれけ,昨年パ酔鵠滴祥気象台

の観測船潤風丸打エって採水卓れた探郎･000再での日本海の海水忙ついてSr-90おょびC8

-13丁を分析判定した0その結果は衷忙しめす削で一北太平洋の西部海域哺水と同程度の節度で

ぁった｡鉛直分布虻表面で帯く,1･…Omで急減し,1･000爪以探でけわずか硝少がみられる○

S t.11

17.5

tOc担.恥竺÷ニ｢--二
｢

■

∧U

(U

(U

(U

(U

∧U

∧U

∧U

∧U

∧U

_▼

一▼

l

ウ1

3

0.13

0.15

0.26

St.42

0 1 26.6

主:呂呂芸宣言二王…
2.8001 0･2T

圭二呂03吉富
2…:……

18.55

1$.86

18.86

18.86

37041/Ⅳ,

18.23

18.$6

18.87

18.8丁

3TO ooJⅣ,

18.68

18.85

18.86

0.40士0.0T

O.10士OJ)5

0.09士0.04

0.09士0.03

0.14士0.02

0.0¢士0.01

0.04士0.01

0.05士0.01

134047/E

0.46士0.08

0ユ2士0.05

0ユ0士0月4

0.10士0.04

1ユ1000/E

0.4$士0.0$

0.15士0.05

0.10士0.04

C昌一13γSr-90

q
-
T
'
一
丈
V

ウ】

l

ウ】

l

0.32士0.04

0.09士0.02

0.04士0.01

占吉 日本近海表層水中の朋Sr,1釘C這および皿C福について

放射線医学総合研究所

○長 屋 裕,中 村 辞

放射性降下物の日本近海深臍水中忙おける分布についてはすで忙いくつかの報告があるが表層丸特
_....L出F訂_し.⊥.dノh 帥ロ_ 137√ヽ_ヰ_1卜γ1

本周辺の鞍下

本年壮25

中立浮子をl

観測期間は.

今回の僧綱

忙付加し,素

(1)日本海竜

虎で疎音2.1

ぃる｡この宙

始まって関頂

体3nOⅣ千

(21伊豆帝竜

一-5.000刀

1800E付是

これが千島声

湧具し,2.□

下してぃる｡

佃 伊豆海嶺

忙流れて卦少

(4)南西諸貞

時計廻カの寄

(5)日本海¢

環流が奉るら

以上のよう

コlせ;:ヒ､1 ′■･1ヽn-1J



たことを要約すれば,

= 乗層では宇宙線の影響で測定値は1股肱大きく溌さと共忙兢少するが一その影酎嘲連ナるの

けほほ100m屈までである｡

ii)200爪以深の屑で控,深さ忙よっても場所忙よっても計数値の差は小辛く∫60叩m前後

のほほ一定fL柁示している0これけ中層以深の通常の計数値と考えられ,その標準偏差は約5叩m

であるのて,65cpmをこえる計数値が検出卓れれば異常値と考えてエい0

椚日本蹄忙おける酬定(st･13)で机10爪以浅の表層でヤゝ高い計数値が脚帽れたが

20m以探では他の利点と同様である0

2.天然封よび人工放射性囁樫に対する計数寒

帯水中の主な天然放射性核種忙対するこの判定装置の計数率を計算し,第ほ一礼に示した○これ

り明らかをエう忙,相Eの計数値38叩m(実測値)忙比戟して他の核種の計数値は2桁以上小

さく,従って海水中の天然放射性物質として軋40Eのみを考慮すれば上ho

人工放射性核種帥co,1甜c邑忙対する計数率を第ほ一b忙示した0す表わちこの装置忙エって

最大許容水中敵慶の10万分の1程度の汚染が検出できること忙怒る0

/～50 /30●

45●-

β∫○ 揮が /ヰr /58● 乃∫●

3ぎ



範3武一生_.

頂｢ 種 半減其月斬 帝中節度(み烙1
､.一匹も超)

r辞軸単一仲』vl 計数値(亡卿)

拍u
25×川6 16X10-10 1.0

0.050
一

0.11丁 OA

蛸℃ 45XlO9

■

3XlO一¢ 1.0 0.045

~~~~~~~~云i8女色‡16×10さ 1.0×10一柑 0.1 0.186 6×10~召

40E 12×103 4.5×10-6 *38 1.46 l 38

計

●

一 40
●- 38

ロ

_ ■一ゝ
-

印co

主 53
■■■一

t
**3X川島

1.1丁 3Xl巾6

1.33 3×106

血c8
30

** 2×10占 0.66 3XlO5

*EC囁許のみ *串軒ぺ許容水中密度

占占 北西太平洋海水のトリチウム濃度について

気象研究所

三 宅 泰 雄,○島 田 利 夫

川 村 清

電解忙エって濃縮した解

析した満水試料中の姐を

液体シンチレーションカウ

ンターを借用して制定した0

なか,シソチレークーけジ

押

0---⊥■臼~●甘l

′

昏

｡0.′.ノ.C●
′′′

0′一一一′~

ノーー ●

′′

これらの値

ての借上少

ニトロシ

ノレチエウム

ルチエウ

忙溶解して

これら静

去お上び化

(11合成後

海水中で遠

の90節が

丁サイズ1.



これらのことは遠心分離忙

ぉける押黙あるいけ炉新馬

気泳朴忙エる化学抑の分断

結果と矛晒するものではな

く,たとえば炉耗電気泳動

の結果からニトロシ爪ルテ

ニウム灯畔Dクロロ常体を

0.1Ⅳ塩酸に溶解した直後

は陰イオン部分が約80喀

であったが16日後は2帝

以下忙減少し化学種の変化

が認められた｡

脚 ニトロシルルチエウム

耶は1帖黒uⅣ0珊を含む人

工海水中で作製した二酸化

マンガン水和物(Mn:0.9

mg/5011成人工海水)忙

80℃で3時間加温するこ

と忙上申定景的忙補集卓れ

た(図2)｡

表1.ルテユウム化学揮の除去率お上び遠心忙上野沈蹄

したフラクツ寧_y(感)

Ru川lⅣ1 RuNO(m)一l RuNO(mトL

30′

I
_-__■■■■■■■■■-■l■■

60′
R

30/ 60/
._唇0′

α一班nq

L

90 94 14 18 84

r-1Mn(も
88 88 12 15 81

Mn(も(;① 丁9 86 14 17 83

研nO2晦 T9 88 12 18 丁9

ⅣaG 62 52 11 11 65

甘G 58 49 16 10 64

84

T4

丁8

丁対句叶

α一班nO2

Fe(OH)8

C乱(OH)2
CaC鴫

砂

Tl TO 16 13

21

2g

遠びこエ少沈澱
したプラクショy

5T 1 T4

*特級,**粒状二酎ヒマンガンをつぶして100-200メ,

う′ユしたものo

R止Ⅳ0川卜1:RuNO仰-0･1ⅣHCl奇調製後1-2日以内忙

人工海水忙挿入しすぐ実験したo

R正Ⅳ0(射-2:R-澗0伸一0･1N】訳Hを調製後1ケ月経過した
ものを人工海水忙挿入しすぐ実験した○

d8 海洋汚染討手割こ関ナる基礎的調査研究

れるが,…

① コ

⑦ コ

という2二

万注 水ヰ

て小区画モ

ンク及び]

ない柿釈

桔黒 江フ

掛合け完づ

目標とt

も佗ゞ再∃

Ⅰ-2

RI竜

効な手段-

ができなL

のエネル三

を解析し一

方法及び毒

その内径t

ンマ線ユニ

用したⅣj

の記轟は･

帥co∴

1.25.



器慧一ご…:~;三三芸諾÷右左器㌫;芸孟≡ニ:詰三笠蒜≡∴エⅠで‥崇ニニ芸;芸
γニ→l･一一tC--lIt!=いう′{巨y缶10打l･β舟inの附環件で再現し･伸を行った0

(1､)〃･カl:111仙冊j
醐nfl捌絡も 困hiAでけ7｢相打,【軸l川二rlOl川匠

ピーーク手｣･Jfつ曲抽と在るn

⑦キンギョ 脚して5部忙分け判定したが,ⅢⅠと用〔hとでけ各部位の背櫛の度合が

ヤや眠るが川締の仰向け托ゞ同心で区画A,B共忙丁目口忙ビータを示す○然し区画Bの方が帯

卸 シジミ
ⅢlTとh8co とでい抑和差があり,131Ⅰの囁飢身も穀も3～5日で早くど

-ク忙達しその後急速忙減少するが棉coの雛打･身,節とも割勘輔拍13】Ⅰり代謝が揮いこ

以上,げカ,キンギョ,ツタミ,何れの場合も区画Bめ方が師Aエ少蓄椰への開始が遅れど-

ク忙押しへ仰向が示された0

甘--2)滞帝魚忙エる草餅

材料と方法牡物として杜シマイサキ】メジナ,ポチ,RI生しては1乱丁･拍coを用いた0

究斯け各停粁把ついて下記の4つを行った0

① 環境水の放射能済度が変化し恵い場合の摂取

② 放射能恵含せモい水での排冊

③ 環境水の放射辞濃度が増加する場合の摂取排肝

④ 環境水の放射能限度が減少する場合の摂取,排泄

③と④の栗駒に於ては1,3,10∫30各回m/遁の4段博昭R帽駐の飼育水を準備し∫

それぞれの鉄郎3日間づつ牛物を保ち!順次高澱鹿り低碑度忙･せた一この道忙魚を移す方法を

採-･,た｡

舞鶴酌

の送付を

した試料

脚扉佃

/g打3.

最高値2

みると(

忙大洋底



日本帝底土全β放射能判定括果

位 屏 水 深 脚 定 値 位 置 水 深 測 定 値

Ⅳ i E ロ 軸m〃【pCi′サ)l Ⅳ
E 爪 d岬γケ(pOi′骨)

____
_鵬_｣_

39r47/▲139018/ 14FO 而薩鵬(3止31 370∩げ 131ロ巾∩′ 2200 42士22(1副‖

上目35113529 3620 18±∩6(n月5) 36 n5 131:王 1480 11丘土12(5ヱ0)

37 45 13丁 47 1460 8.7士1.1(OAl) 38 3(l 1311丁
2030 113土1A(帥8)

38 4n 13Tl(I 1780 5.3士16(2AOl 35 53 134 2$ 2TO 10丑ヒ15(亜5)

40 27 135 4T 2T60 56士10(2月1) 36 23 1341(l 1090 乳塵土15(追ぃ

36 2p 132 3l 1230 2丁.牡19(la14) 38 33 132 39 2580 13.1士1J(5月4)

3T:之4 132 03 21nO 131士11(5β∩) 39 54 1313争 2840 6上土0了(:建5)

381日≡13…5
233(1 5牡11r 2占5) 4r142 130 59 3300 10下士14f 4β3)

出法では知られてきたが,日本帝の場合は深いところほど高い値忙をるという傾向はみられず,火山

性とみられる赤粁土状の底士も青泥も同じよう.恵レベルであった○

なお,測定試料の調製忙際してけ,自己吸収を少をくする目的でJ鉄をイリブロビルエーテルで抽

出して除いた｡また,水酸化物と炭酸塩の共沈の形で得た測定用の沈澱を辞した声紋を鉄-バリウム

共沈法で再び処理して残留放射能を計測したが,その戸蔽舟おエび抽出した鉄分の双方とも全放射能

け極めて少なく,実際上抽出後のロスは無視できることが解った○

70 佐世保,横清賀港虻海水,海底土の

全放射能

瀬上保安庁 水路部

塩 崎 愈,0背 戸 義 郎



調香結果

1.港湾7k

佐世保,柿姉御群の内港表層水,底屑水,外韓表層水,底層水の平均値の推移を図l忙示す041

年7月-42年3月にかけて行った結果,両港とも0.5-1.1p(コi/βの範押忙あ少,日本近満水

の全放射能のレベルと同程旺忙ある｡

2.蹄武士

Gros昌一βの内港,外港の平均値の推移を図2忙示す041年旺の結果は両港とも一又夫々の外

港内港ともに,10-20p(コi/才の範囲忙あ少,前年度と比戟して,大差なぃ値を示している○

榊一仁王中の合すれる購仮のGros8-β中忙占める制令の推移を囲3忙示す｡

佐世保港でけ,1g64年把は,内,外港とも30-60釘程度の割合を占めていたが,1965

牛以仲車70～100喀と吊くなって来ている｡

一方柚須野においても同様な傾向がみられるが特忙,搾取の少ない,内港では,その割合は外港と

比べると,著しい芹がみられる｡

この4仮の占める割合の大きくなって来た理由として,両港共,過去3年間を通じて,海底士の堆

付置二に大き重野イヒが充かったとすれば,1965年以後のフォール了ウト景の減少忙よるものと考え

ら:flる∩

71 海産堆積物中の放射性接種

放射線医学総合研究所

0長 屏 裕,中 村 酒

佐 伯 誠 道

昭和40年11月～42年5月の期間中忙東京湾,福島県沿岸,茨城県沿岸および福井県沿韓から

鞠剛報諾
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